
昨
年

一
年
間
の
最
大
関

心
事
と
い
え
ば
、
国
際
的

に
は
地
球
温
暖
化
と
エ
ネ

ル
ギ
ト
問
題
、
国
内
で
は
、

年
金
問
題
に
つ
い
で
薬
害

肝
炎
訴
訟
の
行
方
だ

っ
た

と
思
い
ま
す
。

薬
害
肝
炎
訴
訟
と
は
、

一
九
六
九
年
か
ら
九
四
年

頃
ま
で
に
、
出
産
や
手
術

の
際
に
使
わ
れ
た
上
血
剤

に
よ

っ
て
Ｃ
型
肝
炎
に
感

染
し
た
被
害
者
が
、
国
と

製
薬
会
社
に
対
し
て
裁
判

を
起
こ
し
救
済
を
求
め
て

き
た
こ
と
を
言
い
ま
す
。

こ
れ
に
関
し
て
、
厚
生
労

働
省
は

「
医
薬
品
は
効
能

と
副
作
用
を
併
せ
持

っ
て

い
る
。
発
生
責
任
を
認
め

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
副
作

用
の
あ
る
医
薬
品
は
造
れ

な
く
な
る
」
と
し
、
国
の

責
任
を
認
め
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
被
害
者
の

意
見
を
聞
き
入
れ
（

「
政

府
は
被
書
の
拡
大
を
防
止

し
得
な
か
っ
た
責
任
を
認

め
、
心
か
ら
お
わ
び
す
べ

き
」
と
法
案
前
文
に
表
記

し
、
薬
事
行
政
上
の
発
生

責
任
を
認
め
、
合
意
に
至

り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
で
全

て
の
薬
害
問
題
が
解
決
し

だ

わ
け

で
は
あ
り
ま

せ

ん
。多
く
の
大
学
病
院
や
国

公
立
病
院
で
は
、
薬
名
も

知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
、
新

薬
の
人
体
実
験
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

大
病
院
ほ
ど
処
方
箋
に
重

篤
な
副
作
用
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

慶
応
病
院
の
近
藤
誠
先

生
は
、
著
書

「が
ん
専
門

医
よ
、
真
実
を
語
れ
」

講演会のお知らせ
テーマ (1)午 前
「自然治癒の原理 ・そうじ屋細
胞が病気を治す」
講  師 :大 沼善誉  自然 医学総合
研究所所長  ナチュラルケアセ
ンター院長 平成 11年度社会文
化功労賞受賞 生化学博士 。名
誉医学博士
テーマ (2)午 前
「がんを克服するために」
講  師 :酒 向猛 元岐阜県立多治
見病

テ ーマ
医学博士

/午 後
及び、無料相談 と体験

:1月 20日 (日)名 古屋市
東 区 ウ ィルあ いち
時 間 :10時 ～ 16時 30分
会  費 :会 員無料、非会員 1000円
主  催 :民 間非営利団体 国際 自
然免疫学会
共 催 :自 然医学総合研究所
申 し込み :自 然 医学総合研究所
T E L052・ 80107063ま で

自然医学総合研究所所長

大沼 善誉

動きの悪 い白血球の 1分 間の動 き (01

年 1月 16日)。下は活発で健全な自血球
の24秒間の動き (01年 1月 30日)

問 い合わせ
電  話
052,80107063

Eメ ール
yoshinori@nrt.ne.jp

U R L

が
ん
患
者

の
死
亡
者

は
毎
年
二

十
二
万
人

を
超
え
増

え
続
け
て

い
る
と
考

え
ら
れ
て

い
ま
す
。

事
実
、

進
行
性
の

胃
が
ん
の

場
合
で
も

抗
が
ん
剤

が
ん
の
盲
点
⑫

（文
春
文
庫
刊
）
で
、
抗

が
ん
剤
の
９０
％
は
無
意
味

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
ま
す
と
、
経
口
抗
が

ん
剤
は
効
果
が
低
く
、
患

者
の
同
意
が
な
い
ま
ま
治

験
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果

患
者
は
次
々
と
亡
く
な

っ

て
い
る
と
報
告
し
て
い
ま

す
一

一
般
に
、
抗
が
ん
剤
の

治
療
中
、
死
亡
者
が
出
る

と
死
因
は

「
が
ん
」
と
さ

れ
、
薬
に
よ
る
死
亡
率
は

低
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
抗
が
ん
剤

が
化
学
薬

品
で
あ
る

限

り
、
免
疫
の
細
胞
も
殺
さ

れ
、
感
染
症
や
重
篤
な
貧

血
が
誘
発
さ
れ
る
た
め
、

を
使
用
し
な
か

っ
た
グ
ル

ー
プ
と
使
用
し
た
グ
ル
「

プ
と
で
は
、
二
年
生
存
率

で
は
大
差
が
な
く
、
抗
が

ん
剤
の
有
効
性
に
は
疑
間

が
残
り
ま
す
。

岐
阜
県
在
住
の
七
〇
代

の
女
性
は
、
二
十
二
年
前

交
通
事
故
に
遭
い
、
岐
阜

大
学
病
院
に
入
院
、
輸
血

に
よ

っ
て
Ｃ
型
肝
炎
に
感

染
し
、
身
障
者
と
し
て
認

可
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

睡
眠
薬
や
安
定
剤
な
ど
の

服
用
を
続
け
た
後
に
大
腸

が
ん
に
な
り
、
余
命
三
カ

月
と
診
断
さ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
民
間
医
療
を
試
み
ま

し
た
が
改
善
せ
ず
、
二
〇

〇

一
年

一
月
十
三
日
に
当

院
を
訪
れ
ま
し
た
。

食
事
に
有
機
食
材
を
使

用
し
、
骨
盤
な
ど
全
身
の

歪
み
を
改
善
し
た
と

こ

ろ
、
六
カ
月
後
に
は
抗
体

が
生
ま
れ
、　
一
年
後
に
は

大
腸
が
ん
の
症
状
も
安
定

し
、
日
常
生
活
が
で
き
る

ま
で
に
回
復
。
七
年
を
経

た
現
在
も
、
元
気
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

自
血
球
が
元
気
に
な
る

こ
と
で
細
菌
や
不
要
な
細

胞
が
掃
除
さ
れ
る
他
、
ホ

ル
モ
ン
や
神
経
な
ど
が
安

定
し
体
調
が
回
復
す
る
か

ら
で
す
。

が
ん
や
難
病
で
自
然
療

法
を
探
し
て
お
困
り
の
方

は

一
度

ご
相
談

く
だ
さ

い
。
（名
誉
医
学
博
士

・
生

化
学
博
士

・
平
成
１１
年
度

社
会
文
化
功
労
賞
受
賞

・

ナ
チ

ュ
ラ
ル
ケ
ア
セ
ン
ニ

ー
院
長
）

（次
回
は
，
月
７
日
一

掲
載
し
ま
す
）

http://www.nrt.ne.jp


